
平
成
28
年
４
月
に
匝
瑳
市
教
育
委

員
会
教
育
長
に
就
任
し
、
令
和
７

年
３
月
ま
で
３
期
９
年
を
務
め
る
。

匝
瑳
市
教
育
大
綱
の
策
定
や
、
教

育
施
策
の
推
進
の
た
め
、
家
庭
・

学
校
・
関
係
機
関
と
連
携
し
、
広

く
市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
教
育

の
充
実
と
文
化
の
向
上
に
努
め
る

な
ど
、
地
方
教
育
行
政
の
振
興
お

よ
び
教
育
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

◆
千
葉
県
教
育
功
労
者
表
彰

 　

平
成
26
年
４
月
に
匝
瑳
市
教
育

委
員
会
委
員
に
就
任
し
、
現
在
に

至
る
。
卓
越
し
た
見
識
と
柔
軟
な

発
想
、
学
校
長
と
し
て
の
経
験
を

生
か
し
、
学
校
の
空
調
設
置
や
感

染
症
対
応
な
ど
に
つ
い
て
適
切
な

指
導
・
助
言
を
行
う
な
ど
、
教
育

行
政
の
振
興
お
よ
び
教
育
の
進
展

に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
厚
生
保
護
事
業
功
労
者
表
彰

▽
法
務
大
臣
表
彰

▽
関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委

員
長
表
彰

▽
千
葉
県
知
事
感
謝
状

　

宇
野
佐
太
夫（
長
谷
）

▽
千
葉
保
護
観
察
所
長
表
彰

　

元
村
義
則（
吉
田
）

▽
千
葉
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

　

鵜
之
沢
幸
子（
蕪
里
）

　

柴
田
桂
子（
野
手
）

　

須
合
幸
子（
大
浦
）

▽
千
葉
県
保
護
司
会
連
合
会
長
表

彰
　

堀
田
晴
彦（
栢
田
）

高
齢
者
叙
勲

◆
旭
日
単
光
章

　

平
成
11
年
４
月
に
八
日
市
場
市

議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、合
併
・

市
制
施
行
を
経
て
匝
瑳
市
議
会
議

員
と
し
て
22
年
10
月
ま
で
11
年
６

カ
月
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の
進

展
に
大
き
く
貢
献
。
八
日
市
場
市

議
会
副
議
長
を
は
じ
め
、
数
々
の

役
職
を
歴
任
し
、
農
業
の
振
興
や

生
活
環
境
の
整
備
な
ど
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。表　

彰

◆
地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）

　

前
匝
瑳
市
教
育
委
員
会
教
育
長
。

叙　

位

◆
従
六
位

　

平
成
10
年
４
月
に
八
日
市
場
市

議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、合
併
・

市
制
施
行
を
経
て
匝
瑳
市
議
会
議

員
と
し
て
26
年
10
月
ま
で
16
年
７

カ
月
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の
進

展
に
大
き
く
貢
献
。
匝
瑳
市
議
会

議
長
を
は
じ
め
、
数
々
の
役
職
を

歴
任
し
、
福
祉
の
向
上
や
教
育
施

設
の
整
備
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

 

（
令
和
７
年
９
月
27
日
逝
去
）

▽
千
葉
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会

長
表
彰

　

伊
藤

子（
西
小
笹
）

　

小
川
初
江（
川
辺
）

　

鈴
木
栄
美（
八
日
市
場
ロ
）

◆
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
長
表
彰

▽
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

表
彰

　

佐
藤
眞
由
美（
東
小
笹
）

　

平
成
16
年
に
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、

地
域
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
、

長
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
章
者
お
よ
び
被
表
彰
者
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す（
敬
称
略
）。

受
章
者
・
被
表
彰
者
紹
介

山 﨑 　 剛
（松山）

佐 藤 浩 巳
（飯塚）

大 木 睦 子
（若潮町）

勝 股 完 治
（堀ノ内）

伊 東 秀 子
（八日市場イ）

二 村 好 美
（高）

　中学生の「税についての作文」と「税の標語」の入
選者を紹介します（敬称略）。
◆税の作文
▷千葉県旭県税事務所長賞　佐瀬ひなた（八日市場
第一中学校３年）
▷公益社団法人銚子法人会会長賞　増田瑞

み ず き

生（八日
市場第一中学校３年）
▷匝瑳市長賞　安藤凛

りん

（八日市場第二中学校３年）
▷銚子税務署管内納税貯蓄組合総連合会優秀賞　濵
田二

ふ た ば

暖（八日市場第二中学校３年）　大森陽
は る き

葵（同）
佐久間多

た み

実（野栄中学校３年）
◆税の標語
▷銚子税務署長賞　品村元

もとのり

紀（八日市場第二中学校
３年）
▷千葉県間税会連合会会長賞　佐瀬ひなた（八日市
場第一中学校３年）
▷優秀賞　大木理

り さ こ

紗子（八日市場第二中学校３年）
苅谷涼

りょうすけ

介（野栄中学校３年）

“税の作文・標語”入選者紹介
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　市の人事行政の運営などの状況を次の通り公表します（令和７年４月１日現在）。
この他の詳細は、市ホームページに掲載しています。 問総務課人事班☎73－0084

▼令和７年４月１日付け採用者数
採用者数 再任用 合計
25人 ７人 32人

▼平均給料月額と平均年齢
区分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 323,689円 382,929円 40.3歳
技能労務職 297,980円 316,469円 55.8歳

※給与月額は、給料および職員手当（期末手当・勤勉手当・退職手当を除く）
の合計額。

▼職員手当
主な手当の種類と内容
区分 匝瑳市
期末手当
勤勉手当

期末手当…2.5月分　勤勉手当…2.1月分
※職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり。

退職手当

　
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

【自己都合】
 19.6695月分
 28.0395月分
 39.7575月分
  47.709月分

【勧奨・定年】
 24.586875月分
  33.27075月分
　  47.709月分
 　 47.709月分

※定年前早期退職特例措置として２％～20％を加算。
※この他、扶養手当、住居手当、通勤手当、地域手当があります。

▼一般行政職員の職員数
主事・主事補
（１級）

主任主事
（２級）

副主査
（３級）

主査補
（４級）

主査
（５級）

副主幹
（６級）

課長・主幹
（７級） 合計

38人
（15.1%）

29人
（11.6%）

38人
（15.1％）

49人
（19.5％）

37人
（14.7％）

28人
（11.2％）

32人
（12.8％） 251人

※（　）内は構成比。職員数は条例に基づく給料表の級区分によるもの。技能労務職員、保育士、介護職員などは含まれない。

▼令和６年度中の退職者数（退職事由別）
定年 普通退職など 再任用満了 合計
12人 20人 11人 43人

職員の任免および職員数 

給　与 

分限および懲戒処分 

公平委員会に関する事項 

▼特別職の報酬など
区分 報酬等の月額 期末手当
市　長 780,000円（702,000円）

4.5月分副市長 665,000円（631,750円）
教育長 605,000円（574,750円）

※市長、副市長および教育長の給料月額は、市長10％、副市長5％および
教育長5％の減額措置を実施。（　）内は、減額措置による減額後の額。

時間外勤務手当
　 支給総額 支給対象職員１人当たり支給年額

令和６年度 7,713万円 358,753円
令和５年度 5,404万円 249,036円
※各年度一般会計決算。令和６年度には、千葉県知事選挙事務、衆議院議
員総選挙および最高裁判所裁判官国民審査事務などを含む。

分限処分…降任０人、免職０人、休職５人（令和６年度中）
※分限処分は、職員がその職責を十分に果たすことができない場合に、公
務能率の維持を目的として行うもの。休職５人の事由は、心身の故障のた
め、長期療養を必要としたもの。 

　令和６年度において、本市職員が公平委員会に対し行った勤務条件に関する措置の要求および不利益処分に関する審査請
求はありませんでした。

懲戒処分…戒告１人、減給０人、停職０人、免職０人（令
和６年度中）
※懲戒処分は、職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための処
分で、公務における規律と秩序を維持することを目的として行うもの。

▼初任給の額（一般行政職）
大学卒…225,600円　高校卒…194,500円

▼給与費の状況（令和７年度一般会計予算）
給料…11億3012万円
職員手当…1億8961万円
期末・勤勉手当…4億5762万円
合計…17億7734万円
職員１人当たりの給与費…600万円
※職員手当は、退職手当を除く各種手当。職員数は、296人（一般会計に
おける一般行政職員、技能労務職員などの総数）。

人事行政の運営などの状況を公表
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